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   （浮世絵に描かれる北区）      飛鳥山の桜と富士     定方塊石（昭和４年） 

    表紙の浮世絵には春爛漫の飛鳥山に集う美女の集団が描かれています。作者の定方塊石は岡山県出身 

  の画家・版画家で、渡仏してサロン・ドートンヌに入選した経歴を持っています。中央のパラソルをか 

ざす和装の女性の帯はトランプ柄であり、画面左手には当時「モガ」呼ばれた洋装の女性も描かれてい 

ます。いかにも、その経歴を偲ばせるモダンで華やかな印象の一枚です。（北区飛鳥山博物館所蔵） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

謹んで新年の 

      お慶びを申し上げます。 
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 （２）第２６３号                                 王子労基協会報  

  年頭のご挨拶   

 

    （公社）東基連 王子労働基準協会支部長 外 山 博 光   

 

  

 

2026 年の新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。 

また、会員企業の皆様並びに王子労働基準監督署はじめ関係団体の方々におかれましては、旧年中、東基

連王子労働基準協会支部の事業運営につきまして、格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

さて、2025 年は、大阪・関西万博が世界の英知を結び、産業はもちろん、地域社会に新たな連携とイノ

ベーションの機運をもたらした一年でした。一方で、断続的な物価高騰や為替相場の揺れは、企業の資材調

達や人件費などに幅広く影響しているだけでなく、人々の生活面に重くのしかかる大きな課題となってお

ります。政局面では、初の女性首相の高市内閣が誕生し、斬新な政策に期待が寄せられているところであり

ます。 

労働安全衛生分野では、猛暑や局地的豪雨など気候リスクへの対策、化学物質管理の実務面の強化、心理

的安全性の確保やメンタルヘルスへの取り組み、転倒・墜落災害の未然防止、テレワークやＡＩの普及に伴

うコミュニケーション上の課題など、進展する多様性社会への幅広の対応が企業として必要になってきま

した。変化にただ追随するのはもちろん、その先を描き柔軟に対応することがより求められた一年でもあり

ました。 

 

迎えた 2026 年。干支は「丙午（ひのえ・うま）」です。干支は、甲乙で始まる十干（じっかん）と十二支

の組み合わせ全部で 60 通りですが、その 43 番目になります。そして丙は、十干の３番目で、植物の成長

にたとえると、「芽が成長し、葉が広がり、成長が著しい状態」を意味します。 

また、「人間万事塞翁が馬（にんげんばんじさいおうがうま）」ということわざがあります。昔、中国の塞

翁という人が飼っていた馬が逃げたため、人々が慰めに行くと、塞翁は「このことが幸いを呼ぶかもしれな

い」と悲しむ様子はありませんでした。その後、逃げた馬が別の立派な馬を伴って戻ってきたということで

す。 

人の幸・不幸は予測することはできません。また、一見不幸に見える出来事が後に幸運につながったり、

逆に幸運の前兆と思われたのに予想外の試練に見舞われることもあります。当支部は今年も、そんな不確実

なご時世でも会員企業の皆様のお役に立つコミュニティでありたいと考え、事業運営をして参る所存です。

会員企業の皆様はもとより、関連各署・団体の皆様のより一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し

上げます。 

結びとなりますが、会員各位のご安全とご健勝、さらなるご発展を心より祈念し、新年のご挨拶といたし

ます。 
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 新年のご挨拶 

 

王子労働基準監督署長 小 林 要 介 

 

 新年あけましておめでとうございます。 

公益社団法人東京労働基準協会連合会王子労働基準協会支部並びに会員事業場の皆さまには、日

頃より労働災害防止など労働基準行政の推進に多大なるご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、昨今の日本を取り巻く経済状況は、原材料価格およびエネルギー価格の高騰、海外経済の

動向などが企業収益に与える影響が懸念されるとともに人手不足が深刻化しています。さらに、家

計を直撃する物価高も続いていることから、物価上昇を上回る賃上げの実現が大変重要な課題とな

っております。 

賃上げについては、ご存じのとおり政府の最重要課題となっており、これを持続させていくこと

が重要です。 

また、昨年 10月には最低賃金が改定され、時間当たり 1,226円となったことから、最低賃金

の遵守・徹底を図るための監督指導のほか、中小事業主の皆さま向けの支援策として設けられた業

務改善助成金の利活用を促すなど、最低賃金確保の取組みを行ってまいります。 

労働時間は、長期的にゆるやかに減少しているものの、令和３年以降は横ばいで推移しているこ

と、精神障害で労災支給決定された事案の中には、時間外・休日労働時間数が 1ヶ月当たり 80時

間を超えている状況も認められることから、長時間労働の抑制及び過重労働による健康障害防止に

ついても引き続き取り組んでまいります。  

その他、行政課題として今年も労働者の健康と安全の確保、労災保険の適正・迅速な給付に取り

組んでまいります。 

 一方、労働災害に目を向けてみますと、当署管内における令和７年の死傷災害は 12月末時点の

速報値で 185件と昨年同期 223件と比較し３８件減少し、死亡災害は０件でした。 

しかし、少子・高齢化の進展に伴って 60歳以上の高年齢労働者は増加し、労働災害も増加傾向

にあります。令和７年当署管内の高年齢労働者の労働災害の発生率は全体の３割を占めました。ま

た、事故の型別では、高年齢労働者による労働災害の４割弱を「転倒災害」が占めています。 

このような背景から、高年齢労働者の労働災害防止に向けての取組が喫緊の課題となっています。 

具体的な対策の実施に当たっては、高年齢労働者の労働災害の発生には、加齢に伴う身体・精神

機能の低下が影響を与えていることから、それによる労働災害発生リスクの低減の視点を踏まえた

対策を進めていくようお願いします。 

あらゆる業種において、これまでに蓄積した知識や経験等を活かし、元気に活躍される高年齢労

働者のお力は不可欠であると考えます。高年齢労働者が安心して安全に働くことができ、その能力

を最大限に発揮できるようにするためには、高年齢労働者の働きやすい職場環境の整備や働き方の

見直しを行う視点も必要です。 

このような職場環境を形成することを通じて、高年齢労働者に限らずすべての働く人の労働災害

を防止できる取組もお願い致します。 

結びに、令和８年が、会員の皆様にとって、実り多い素晴らしい一年となりますよう、益々のご

隆盛とご多幸を心から祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。 
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令和７年度 安全衛生表彰式 
 

 

                                令和７年１１月２０日（木）、令和７

年度の安全衛生表彰式が北とぴあスカ

イホールにて開催されました。 

 本年度も表彰式と併せ、東京産業保健

総合支援センター、メンタルヘルス・両

立支援促進員川村姿子氏をお招きし特

別講演を実施しての開催となりました。 

主催者である王子労働基準監督署小

林署長、（公社）東基連王子労働基準協会

支部外山支部長、建設業労働災害防止協 

                                 

会東京支部北分会越野分会長の挨拶の後、表彰式が執り行われました。 

この表彰式は北区内の事業場における産業安全活動の活性化と労働衛生 

管理の充実を図る目的で毎年開催されているもので、本年度も安全衛生管 

理の推進に実績のあった、５事業場、並びに個人５名の方が表彰されまし 

た。 

いずれの事業場でも地道な安全衛生管理活動が積上げ・継続されており、 

今回の表彰となったものでした。表彰された事業場並びに個人の皆様方に 

は今後も安全衛生管理活動の更なる向上に寄与されることをお願い申し上 

げます。 

○表彰受賞事業場並びに表彰受賞者は次の方々です。 

王子労働基準監督署長賞 

    個人賞 株式会社 なとり 

                       大鷲 拓也 氏 

  株式会社髙山工業   

                      渡辺 昌彦 氏 

（公社）東基連 王子労働基準協会支部長賞  

    事業場賞 株式会社成和建設  

           猪俣工業株式会社  

          日本化薬株式会社 東京研究事務所 

          日本製紙株式会社 研究開発本部  

          ローレルプレシジョン株式会社 

    個人賞   株式会社リーブルテック      岡本  諭  氏 

         ダイニック株式会社 王子工場  宮川 裕之 氏 

 

建設業労働災害防止協会東京支部北分会長賞 

     個人賞  東恵工業株式会社        小林 春男 氏 

 

 

 
主催者と表彰された皆様 

 
王子労働基準監督署 小林署長 

 
王子労働基準協会支部 外山支部長 

 

 
建設業労働災害防止協会 

東京支部北分会 越野分会長 

 

 

 

 

 



王子労基協会報                                   第２６３号（５） 

  

                  令和８年 新春賀詞交歓会  
 

令和８年新春賀詞交歓会が、１月２３日（火）午後４時より、

北とぴあ１４階（スカイホール、カナリアホール）において開催

開催されました。 

東京都北区より、やまだ区長様、東京都北区議会より石川副議                  

長様、王子労働基準監督署小林署長様、を始めとした多数のご来

賓、会員皆様のご出席をいただきました。 

第一部は、王子労働基準協会支部外山支部長の挨拶で始まり、

王子労働基準監督署小林署長様のご挨拶の後、気象庁東京管区

気象台気象防災部情報利用推進官、多田英夫様による特別講演、

「ビジネスにおける気象データの利活用」がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二部懇親会は王子公共職業安定所岩附所長様、やまだ区長様、石川区議会副議長様、建設業労働災害 

防止協会、越野分会長様、北産業連合会、斎藤会長様、東基連本部、古賀常務理事様のご挨拶、ご祝辞をい

ただいた後、日本化薬（株）東京研究事務所、穂積副支部長より乾杯の発声で祝宴となりました。その後、

短い時間でしたが、途中、黒田雅晴様による江戸伝統芸能「南京玉すだれ、縁起物の獅子舞」のご披露があ

るなど、ご来賓の方々、会員相互の皆様、和気藹々過ごされ、 

盛会のなか（株）リーブルテック、岡本副支部長の中締めで 

散会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
王子労働基準協会支部 外山支部長 

 
王子労働基準監督署 小林署長様 

 
石川 北区議会副議長様 

 
やまだ 北区長様 

 
王子公共職業安定所 

岩附所長様 

 
建設業労働災害防止協会 

東京支部北分会  

越野分会長様 

 
北産業連合会 齋藤会長様 

 

 
東基連 古賀常務理事様 
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（ハローワーク王子だより） 
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 （地産保だより） 
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 １１月 

 

◆１１・ ５ 会報第２６２号発行 

       （王子労働基準協会支部） 

◆１１・２０ 令和７年度安全衛生表彰式 

        （北とぴあスカイホール） 

◆１１・２８ 第２回労務管理等実務講習会 

１２月 

 

◆１２・１５ 第３回会報編集会議 

      （王子労働基準監督署会議室） 

 

  

 

１月 
 

◆ １・２３ 令和８年新春賀詞交歓会 

 （北とぴあスカイホール） 
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           協会だより１１月～１月の主な事業活動 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

    編集後記                    

総務部会 幹事  笠川 浩司 

                                                      （株式会社トンボ鉛筆） 

 

拝啓 余寒の候、会員皆々様におかれましては、いよいよご清栄の趣、お喜び申し上げます。 

今回は、冬に多く発生するヒートショックにつきましてお話しさせていただきます。 

ヒートショックとは、急な温度の変化によって血圧や脈拍が大きく変動し、体に負担がかかる現象のことを

いいます。冬の入浴時や、暖かいリビングから寒い脱衣所やトイレに移動したときなど、血管が急に収縮し

て血圧が上がることで、脳出血や心筋梗塞などを引き起こすことがあり、高齢者や高血圧のある方は特に注

意が必要です。 

湯船に入ると血圧が急激に低下するとのことに加え、さらに身体に水圧がかかることで立ちくらみや失神、

意識障害が起きることで溺れて亡くなるケースも多いそうです。 

他には浴槽から出る瞬間に立ちくらみを起こしふらっとしてしまった時、浴槽のフチや床で頭を打ちつけて

しまったり、中には再び湯船に落ちてしまって溺れてしまうこともあるそうです。 

このヒートショックを予防する方法としては、 

脱衣場や浴室に暖房を入れて暖めることが有効で、難しい場合はシャワーを出して湯気を出すことで浴室が

かなり暖まるそうです。また、飲酒後は血圧が不安定となるため飲酒後の入浴を避けるようにし、熱い温度

でもガマンして入浴し続けるのは身体に悪いので避けた方がよく、また、お湯に浸かる時間も 10分以内が良

いとのことです。 

以上のような対策をした上で冬のお風呂を楽しんでいただきたいと思います。 

まだまだ余寒の折ではございますが、会員皆々様方のご発展をご祈念いたします。 
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